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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
02款 01項 06目 003100000事業 コミュニティ助成事業

　【諸収入】コミュニティ事業助成金　4,900千円 補助基本額 4,900 補助率 100.0% 補助金額 4,900

実施
計画

実施計画
計 上 額

　【効果】事業実施した自治区のコミュニティ活動の充実等を図ることができる。

６．財源の説明 補助金等の名称 コミュニティ助成事業助成金

　電子レンジ、LED投光器、ソーラーパネル、充電池、ガスコンロ）の整備】
　

　　田後区　2,400千円【田後公民館エアコン設置】
　　長瀬東部区　2,500千円【コミュニティ活動物品（除雪機、草刈機、座椅子、冷蔵庫、

　≪令和7年度採択自治区≫
　■一般コミュニティ助成事業

５．本年度の計画効果
　【計画】（一財）自治総合センターからの事業助成金を採択された集落へ助成する。

　【SDGs】目標11「住み続けられるまちづくりを」 財源 科目コード 科目名称 今回補正額
諸収入 20050302208 コミュニティ事業助成金 4,900

　【湯梨浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略】基本目標Ⅲ　町民みんなが創るまち（まち 15 原材料費 合　計 4,900 4,900
　のにぎわい創出や拠点の形成）

　【第4次総合計画】共に支え合う　町民が主役のまちづくり 14 工事請負費
４．基本計画との関連 13 使用料及び賃借料 予備費

12 委託料 27 繰出金
３．用地の状況 11 役務費 26 公課費

10 需用費 25 寄附金
　令和7年度コミュニティ助成事業実施要綱 09 交際費 24 積立金
２．根拠法令 08 旅費 23 投資及び出資金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

　　<一般ｺﾐｭﾆﾃｨ助成> 田後区：2,400千円、長瀬東部区：2,500千円 06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

　【補正の内容】助成決定を受けた２地区の助成金を計上する。 05 災害補償費 20 貸付金
　【補正の必要性】当該助成金の決定通知を受け、予算措置を行うもの。 04 共済費 19 扶助費
　※補助率　一般ｺﾐｭﾆﾃｨ助成事業：10/10（1,000千円から2,500千円まで） 03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 4,900 4,900
　各集落・団体のコミュニティ活動に直接必要な施設又は設備の整備を行うものである。 02 給料 17 備品購入費

１．事業の概要と必要性 節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
　【事業の概要】　（一財）自治総合センターが実施するコミュニティ助成事業を活用し、 01 報酬 16 公有財産購入費

補助単独区分 目的区分 総－総－その他 一般財源 26 26
経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 4,900 4,900
事業期間 令 7. 4. 1～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

4,926 4,926

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

総務費 項 総務管理費 06 企画費 所属 0101010800-0000 まちづくり企画課

事業

0031 コミュニティ助成事業 (簡略番号：001206) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 4,900 26

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 1号補正 （単位：千円）
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 7年度 001 一般会計
現年 1号補正 （単位：千円）

商工費 項 商工費 03 観光費 所属 0101012100-0000 産業振興課（商工観光）

事業

0242 日台観光サミット負担金 (簡略番号：046015) 区　　分 今回補正額 補正前の額 補正後の額 支出負担行為済額 補正後の予算残額

事 業 費 250 250 250

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
事業期間 令 7. 5. 2～令 8. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

補助単独区分 目的区分 商－観光 一般財源 250 250

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　「日台観光サミット」は訪日・台湾双方の旅行促進及び相互交流人口の拡大を図るため平
　成20年から毎年日本と台湾で交互に開催されており、2025鳥取大会で16回目となる。5/29
　～6/1の4日間開催のうち、特に5/30(金)は県中部の視察ののち、日台の関係者一同約200
　名がはわい温泉に宿泊されるため、これに合わせて歓迎イベントを開催する。
　【補正の必要性】
　当初予算編成後の2025年3月に県より開催について打診があったもの。「2025日台観光サ

03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 250 250
04 共済費 19 扶助費

　ミットin鳥取」は日台観光分野のトップが集うイベントであり、また、サミット参加者が
　日本風の旅館に宿泊されるのも初めてとなる。日台の観光を代表するメンバーが来町され
　るまたとない機会をとらえ「東郷湖に面した風光明媚な温泉」というイメージを発信し、
　効率的に今後のインバウンド集客につなげていく必要がある。
　【補正の内容】
　　事業計画額1,000,000円（ランタン代650,000円、諸経費259,091円、消費税90,909円）
　　事業費1,000千円×1/4＝町負担金250千円

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次総合計画】にぎわいと活力あるまちづくり（観光の振興）
　ＳＤＧｓ　目標11「住み続けられるまちづくりを」

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　日台観光サミットの一環として、はわい温泉地内で夕食交流会が開かれるのに合わせ、5/
　30(金)に「日台友好ランタンフェスティバル(仮称)」を開催する。
　【補正の効果】
　米子－台湾便の就航に合わせたタイミングで、日台観光分野双方のトップが集う場を利用
　し「東郷湖に面した風光明媚な温泉」というイメージを発信することで、今後のインバウ
　ンド増加につながる。

６．財源の説明
　【一般財源】　250千円

節 補正要求 補正査定 節 補正要求 補正査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費

05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 250 250

財源 科目コード 科目名称 今回補正額

補助金等の名称

06款 01項 03目 024200000事業 日台観光サミット負担金

補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額
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